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皆の心を輝かせるために
奈良・平川　颯人
　昔，僕は隣に住んでいるおばあちゃんの手伝いをよくしていました。隣のおばあちゃんの玄関は，ポストから階段を昇った所にあり，膝の悪かったおばあちゃんが行き来するのは大変でした。なので，夏休みは妹や弟と新聞をポストから玄関へ届けに行ったり，ごみ捨てを手伝ったりしていました。時々回覧板を届けたりもしました。そんな僕達におばあちゃんは「ありがとう。」と言って，おかしなど色々な物をくれました。ただおかしなんかよりも，自分の力を必要としてくれて，感謝してもらえる事が嬉しくて，喜んで手伝いをしていました。
　僕は長い間不登校でした。ずっと一人でいて，自分が生きている意味さえも分からなくなっていました。そんな時に僕を変えてくれたのは家族でした。

「兄ちゃんが暗いと皆暗くなる。兄ちゃんと一緒に食べないと夜ご飯がおいしくない。」

なんて事を弟と妹が言ってくれました。

「お前が笑っていてくれる事が何より嬉しい事なんだ。お前がいなかったら困る。」
そんな事を父さんや母さんまで言ってくれたんです。やらなきゃいけない事が全くできなくて，そんな自分が嫌いでしかたなくて，罪悪感につぶされそうだった僕に，「生きているだけで人のためになるんだ。」「僕が死んだら悲しむ人がいるんだ。」と気付かせてくれました。当時，自殺まで考えていたけれど，最後まで全力で生きようと思わせてくれました。

　人の心はとても弱いです。周囲の環境に追いつめられて，自殺や犯罪に走ったという話を聞きます。一人で生き抜く事は生活面でも精神面でも不可能だと思います。人間は誰かを必要とし，必要とされて，力を貸りて，そして力を貸して支え合って生きています。だから，人に必要とされなくなったと感じてしまうとすごく思いつめてしまうんだと思います。

　社会を明るくするためには，全ての人を輝かせる事が必要です。一人でも濁っていると全体がすんでは見えません。一人一人が輝くためには全員が互いを必要としあうこと。そう僕は思います。

　色んな人の中には，「家族以外の人からの頼み事なんて面倒臭いな。」と思う人もいるでしょう。もしかしたら家族の頼み事に対してもそんな風に思う人がいるかもしれません。でもそんな人も，きっと何も頼まれなくなったら辛くなるでしょう。頼られないという事は必要ないという事，いなくても困らないという事なんですから。

　お互いに必要とし合う。それはその人がいないと困るという事です。それに全員が気付けたら，全員が輝くでしょう。社会を明るくする手段の中で，これは誰にでも出来る事で，そしてとても重要なことだと僕は思います。
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